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　６月 11日、役場と町内小学校児童に氷川町バラ生産
者の宮村和正さん（北川）、桑原一浩さん（下宮）、内田
渡さん（下宮）よりバラが贈呈されました。
　これは、父の日に合わせ毎年行われているもので、今
年は計 750 本のバラが贈呈されました。
　宮原小学校で行われた贈呈式では、生産者の内田さん
が「大切な人にプレゼントしてください。」と手渡され
ると、児童代表からは、「家に飾って、大切にします。」
とお礼の言葉を述べ、受け取りました。

バラが贈呈されました

耕作放棄地に大豆の種をまきました　～氷川町子ども会～
　６月５日、氷川町の耕作放棄地約15アールに子ども会の子どもたちが大豆と枝豆の種をまきました。
　この取り組みは、県の「子どもたちによる耕作放棄地再生モデル事業」の助成を受け、大豆を植え、
収穫することで農業や食物の大切さを体験するものです。この日は、約40名の子どもや保護者の参加が
あり、八代農業高校農業土木科の生徒30名と先生方に指導を受けながら、作業を行いました。
【今後の予定】
  8月…枝豆の収穫、ずんだ餅つくり
10月…大豆の収穫、豆腐つくり、石の碾き臼で黄な粉つくり

第５回氷川町早起きソフトボール大会　竜北クラブAが初優勝!!
　第５回氷川町早起きソフトボール大会が５月25日から28日ま
での４日間、竜北グラウンドで開催されました。
　この大会は、氷川町ソフトボール協会が町民の健康増進と親
睦を深めることを目的に開催したもので、町内から６チーム80
名の選手が参加し、熱戦が繰り広げられ、珍プレー、好プレー
でグラウンドを沸かせました。
　決勝は、予選リーグを勝ち進んだ、竜北クラブAと有佐レッズ
が対戦し、竜北クラブAが６対２で勝利し、見事初優勝を果たし
ました。決勝戦にふさわしい緊迫した好ゲームでした。 ▲優勝の竜北クラブAチームのみなさん

▲生産者の内田さん、宮村さん、藤本町長、桑原さん（左から）

▲宮原小学校 ▲竜北西部小学校 ▲竜北東小学校

▲元気に育ちますように！ ▲日差しが強い中がんばりました ▲ 6月 10日芽がでました！！
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